子どもの表現活動につながる実践的授業の一考察：音楽表現と造形表現の視点から by 三好 優美子 & 渡邊 洋
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1.   研究の背景と目的
幼稚園教育要領および保育所保育指針が2017年
3月に告示され改訂されたことに伴い、幼稚園教諭養
成課程及び保育士養成課程も改訂された。幼稚園
教諭養成課程では、従来の教職課程にあった「教科
に関する科目」が、「領域及び保育内容の指導法に
関する科目」内の「イ.領域に関する専門的事項」へと
変更された。また、保育士養成課程では、「保育の
表現技術」が「保育の方法・内容に関する科目」へと
変更された。これにより各大学等においてカリキュラ
ムの変更がなされることとなった。
T短期大学では、保育士養成課程の「保育の方法・
内容に関する科目」として、2019年から「子どもと表現」
が新設された。2020年度からは、カリキュラム変更
により幼稚園教員養成課程における「領域に関する
専門的事項」の科目となる予定である。
保育教諭課程養成研究会（2017）は「領域に関す
る専門的事項」について、「領域それぞれの学問的
な背景や基盤となる考え方を学ぶことを基本」としてい
る。本研究の目的は、カリキュラム変更を機に授業
実践を振り返り、受講者が領域「表現」の基盤となる
考え方を得られたか、到達目標の達成度から確かめ
るとともに、実践的授業を通してどのような学びと課題
を得たかを探り、今後の授業改善の手掛かりを得るこ
とである。
2.   研究方法
2–1.  方法
（1）授業を実践する。今年度の「子どもと表現」の
授業は、初回に合同ガイダンスを行い、その後7回
ずつ、音楽表現と造形表現の2名の担当者でオムニ
バス授業を行うものであった。授業内容は表1のとお
りである。
音楽表現領域で受講者に伝えたい内容は、「表」と
「現」の意味合いである。平田（2010）が「表」は「子
どもに寄り添って聴く耳をもつことで成り立ち」、「現」
は「内面な変化を自分以外の人が感じ取って（読み
取って）くれることで成り立つ」と述べているように、お
互いの表現を受け止めあう活動を促しながら継続し
ていく。
造形表現領域で一貫して継続することは、「見るこ
と」「触ること」「感じること」を根気よく促すことである。
造形的な演習では、自分なりの形と色、方法に気づく
ことを狙いとしている。この中で、素材や空間、時間
など活動環境の多様性について可能な限り解説を施
していく。
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いずれにせよこの授業では、美しく歌うことや上手
に絵を描くことではなく、「コミュニケーションの手段と
しての『表現』」2）を目指し授業を実践していく。
（2）「子どもと表現」の受講者に、授業最終回にア
ンケ トー調査を実施する。本調査は本学研究倫理審
査委員会の審査を経たものである（2019年6月26日
承認、研倫審・2019‒13号）。なお、設問Ⅱの記述
内容に対しては、KH Coder（樋口、2014）の共起ネッ
トワーク図を用いて音楽表現・造形表現それぞれの
分析を行う。
2–2.  対象者及び実施日・実施場所
対象者：T短期大学児童教育学科1年生
　　　   A・Bクラス　59名
授業実施期間：2019年4月9日～7月30日
アンケ トー実施日：7月30日
実施場所：音楽室及び造形室
2–3.  アンケート内容（資料1）
設問Ⅰ：授業の到達目標5項目に対する理解度を5
段階で選択し、その理由を自由記述する。
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表1   「子どもと表現」の授業内容
　  科  目  名　  　　子どもと表現
【授業の目的・ねらい】
音楽表現および造形表現における実践を通じて豊かな感性を養い、子どもが表現を楽しみながら生き生きと活動できるよう、
子どもの発達や個性にふさわしい援助を理解する視点を獲得し、保育者として必要な知識・技能および表現力を身につける。
【授業の概要】
保育所保育指針における領域「表現」の保育内容やその位置づけについて理解する。子どもの発達、子どもが表現する姿、
表現を促す要因等について実践的に学び、子どもの感性や創造性を育むための知識・技能・表現力を身につける。
【授業の到達目標】
1. 領域「表現」の位置づけや内容について実践を通して理解する。
2. 子どもの表現する姿や、その発達について理解する。
3. 表現活動を横断的に捉えながら、子どもの表現を支えるための感性を豊かにする。
4. 自由に表現し、人の表現を受け止め、共感することができる。
5. さまざまな表現の基礎的知識や技能を生かし、子どもの表現活動に展開させることができる。
【授業計画】
回数 テーマ
第1回 領域「表現」のねらい及び内容の理解…子どもの発達段階の理解と造形表現・音楽表現
第2回 音楽①子どもと音楽表現 （手あそび、歌あそび、音域、わらべうた遊び）
第3回 音楽②環境と音 （音MAPづくり　聴く・感じる・オノマトペでの表現・音あそび）
第4回 音楽③身体で音遊び （自ら創り出す音を生かした表現・音楽に合わせた身体表現）
第5回 音楽④声を合わせる （言葉の意味や情景が伝わるような表現豊かな歌唱表現の獲得）
第6回 音楽⑤楽器あそび  （自由に楽器で応答的な表現を楽しむ。合奏で心を通わせる）
第7回 音楽⑥絵本と音楽 （絵本と音楽による表現の紹介と実践）
第8回 音楽⑦音楽遊びの展開 （子どもの発達に即したリズム遊びの展開例を考える）
第9回 造形①子どもと造形表現 （造形表現の特性と様々な表現内容　見る・触る・感じる・考える）
第10回 造形②形について （形の発見と表現の獲得　探す・集める・選ぶ）
第11回 造形③色について （色との出会いからイメージの広がりを確かめる）
第12回 造形④緑地の散歩を通して （五感を生かした感性の発見と、美しき自然との出会いを考える）
第13回 造形⑤日用品（廃品）との出会い （素材の可能性を見出しイメージに結びつける取り組み）
第14回 造形⑥イメージを造形する （心情や情景などを身の回りの形や色を構成して表現する）
第15回 造形⑦造形遊びの展開 （子どもの発達に即した造形遊びの展開例を考える）
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設問Ⅱ：音楽表現・造形表現それぞれの「演習を
通じて自分自身が変化したと思うこと」「演習を通して
見つけることができた今後の課題」について、自由記
述する。
3.   結果と考察
3–1.  アンケート調査の結果と考察
アンケ トー調査実施の際には、受講者に研究の趣
旨説明等を行い、インフォー ムドコンセントで研究へ
の承諾を得た。調査紙は名前を消去し個人が特定
されないよう配慮した上で扱った。
3–1–1.  到達目標（1）領域「表現」の位置づけや内
容について実践を通して理解する
評定値による受講者の評価は図1のとおりであっ
た。自由記述では回答48名中、最も多かった内容
が「実践」に関するもので58％であった。その他の内
容は「表現」に関するもの25％、将来のこと・保育現
場を想定したもの17％であった。
評定値4以上の記述は実践を通して学んだ内容
が多くを占めていた。評定値3の記述は「理解につい
てまだ自分に自信がない」「よくわからない」という内容
であった。評定値2以下を選択した受講者はいなかっ
た。
これらの回答から、座学ではなく実際に表現活動
を行う授業内容を通して、到達目標（1）「表現活動に
ついて、実践を通して理解する」は多くの受講者に伝
わっていたが、「理解」という言葉の捉え方について、
更に説明が必要であることがわかった。
3–1–2.  到達目標（2）「子どもの表現する姿や、そ
の発達について理解する」
評定値による受講者の評価は図2のとおりであっ
た。自由記述では回答48名中、最も多かった内容が
「子どもの発達」に関するもので50％であった。その
他の内容は「子どもの表現する姿」31％、「授業内容
について」17％、「将来に関するもの」2％であった。
評定値4以上をつけた受講者の「子どもの発達」と
「子どもの表現する姿」の記述を合わせると約81％と
なり、多くの受講者が到達目標（2）の理解を深めたと
思われる。評定値4以上では「実際の活動での子ど
図1　到達目標（1）の自己評価
図2　到達目標（2）の自己評価
表2  回答例（1）
表3  回答例（2）
評定値4以上の記述 評定値3の記述
・ 音楽や造形で実際に歌った
り、作ってみたりしたのでわ
かりやすかった。理解でき
た。
・ 表現することの重要性を音
楽、造形を通してわかった。
・ 将来にそのまま活かせると
思ったから。
・ まだしっかり理解できている
自信がない。
・ 子どものことを理解して楽し
んでいたかどうかは分からな
かった。
・ よく分からない時もある。
評定値4以上の記述 評定値3の記述
・ 実際に活動したことで、こ
の作業は難しいかな？こんな
ことなら表現できるかな？な
どと具体的に考えられるよう
になった。
・ 活動時に子どもの姿がこう
で、とアドバイスをたくさん
してくれたので学びやすかっ
た。
・ 実際にスカ フーを使った表
現であったり、子どものお
面づくりなど、現場で活か
せるように想像しながらでき
た。
・ 一回行ってみないとわからな
い。
・ あまりわからん。
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もの反応に関するエピソ ドー紹介」が参考になったと
いう記述があった一方で、評定値3では「理解」につ
いての自己評価に迷いがある記述であった。評定値
2以下を選択した受講者はいなかった。
これらの回答から、到達目標（1）同様、「理解する」
「わかる」という言葉をどのように捉えるかという受講者
と教員の共通理解の必要性がみられた。「わからな
い」については、本授業では実際に子どもと関わって
活動していないことから、子どもに接してみないとわか
らないのは妥当な意見である。映像で子どもの姿を
見せたこともあったが、それに関する記述はなく、エ
ピソ ドー紹介に関する記述はあったことから、ロール
プレイング等で実際に動いた経験の方が受講者の
印象に残ったといえる。子どもの姿や発達の理解を促
す授業内容の工夫がさらに必要であると思われた。
3–1–3.  到達目標（3）「表現活動を横断的に捉えな
がら、子どもの表現を支えるための感性を豊かにす
る」
評定値による受講者の評価は図3のとおりであっ
た。自由記述では回答39名中、最も多かった内容
が「感性」に関するもので85％、次いで「表現活動を
横断的に捉えること」13％、「理解について」2％であっ
た。
評定値4以上では「感情が豊かになった気がする」
「自分の想像力が広がった」等、「感性」について
理解を深めたと思われる記述が複数みられたが、評
定値3以下では、子どもを支えることに関する消極的
なものと、感性が豊かになっていないというものであっ
た。評定値2以下を選択した受講者はいなかった。
これらの回答から、多くの受講者の理解が得られ
たものの、「感性が豊かになる」「横断的」について
丁寧な説明が必要だと思われた。アンケ トー実施時
に「横断的」という言葉が難しいという意見があり口頭
で説明を加えたが、この項目の自由記述数が他に比
べて少なかったことから、言葉の親しみ難さが、受
講者の意識付けを遠ざけたとも考えられた。授業で
は音楽＋言葉＋身体表現、造形＋自然＋五感等、横
断的な活動を行っていたが、受講者の理解を促す
機会を増やす必要性がみられた。
3–1–4.  到達目標（4）「自由に表現し、人の表現を
受け止め、共感することができる」
評定値による受講者の評価は図4のとおりであっ
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図3　到達目標（3）の自己評価
図4　到達目標（4）の自己評価
表4　回答例（3）
表5　回答例（4）
評定値4以上の記述 評定値3の記述
・ 自分たちが行うことで、子ど
もに楽しさを伝えて支えるこ
とができると思ったから。
・ 感性を豊かにすることで、
色々な角度からの視点など
が増え、表現力が広がって
いくなと思いました。
・ 造形の中にも音があったり、
音の中にも見えない形があ
る。
・ 今はまだ自分のことに精いっ
ぱいで、子どもを支えるとい
う考え方にまで至らなかっ
たです。
・ 感性が豊かになったとは何
も感じていない。
・ 意味がよく理解できなかっ
た。
評定値4以上の記述 評定値2の記述
・ 表現の仕方や受け止め方が
豊かになってとても良かった
と思いました。
・ 各グループの活動の中で、
人それぞれの表現の違いが
あっておもしろかった。
・ 人の表現を共感でき、自分
達もその表現を取り入れよ
うとする時もあったから。
・ 表現は人それぞれだから共
感は難しい。
東京女子体育大学・東京女子体育短期大学紀要　第55号　2020 119
目標後半「子どもの表現活動に展開させることができ
る」に関するものが23％、今後の課題13％、その他
10％であった。
評定値4以上の記述からは「知識や技能」という言
葉から「将来保育者になるために必要」と関連づける
記述が複数みられた。評定値3の記述数は、到達目
標五項目の中では最も多く、内容は受講者が「自分に
は知識や技術がまだ備わっていない・よくわからない」
というものであった。評定値2以下を選択した受講者
はいなかった。
これらの回答から、「展開」という言葉の選び方にも
一考の余地があったと考えられる。「子どもと表現」の
授業内容は、領域「表現」の基盤となる考え方を学ぶ
ものであり、この授業だけで完璧を求めるものではな
い。授業で得た内容や課題を出発点として、保育内
容の各科目を学びながら、受講者それぞれが、保育
者として必要な知識や技能をさらに修得していくことに
なる。今後ガイダンスで解説や言葉の定義など、共
通理解を促していくことや、活動の捉え方について助
言していくことが、受講者の戸惑いを減らし、学びを
深めることに繋がると思われる。
た。自由記述では回答47名中、最も多かった内容が、
到達目標前半「自由な表現・表現の受け止め」に関
するもので72％であった。次いで多かった内容は到
達目標後半「共感すること」で28％であった。
評定値4以上では、多くの受講者が他者の表現を
受け止め共感し、自分たちの発表に反映させるなど、
お互いを高めあう内容であった。評定値3と１を選択
した受講者はいなかった。評定値2を選択した受講
者の記述は「表現は人それぞれだから共感は難しい」
というものであった。
これらの回答から、到達目標の内容を多くの受講
者が理解した様子が窺えた。しかし、共感できないと
いう記述もみられたことから、受講者同士の対話を充
実させることが検討課題といえる。
3–1–5.  到達目標（5）「さまざまな表現の基礎的知
識や技能を生かし、子どもの表現活動に展開させる
ことができる」
評定値による受講者の評価は図5のとおりであっ
た。自由記述では回答39名中、最も多かった内容が、
到達目標前半「さまざまな表現の基礎的知識や技能
を生かす」に関するもので54％であった。続いて到達
図5　到達目標の自己評価（5）
表6　回答例（5）
評定値4以上の記述 評定値3の記述
・ いろんな表現を学び、保育
者になったら生かせる活動
がたくさんあったから。
・ 知識や技能が全くない状態
で展開させるのと、基礎を
活かして表現する活動は仕
上がりが違うと思った。
・ 自ら遊びの内容を考え、実
践することで、力がついた。
・ まだまだ子どもに教えるとい
う知識がないから身につけ
たい。
・ 何歳はどんなことができる、
どんなことが好きという知識
がまだ足りていないなあと思
います。
・ あまりよくわからない。
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3–2.  「設問Ⅱ」の結果と考察
設問Ⅱでは、（1）「演習を通じて自分自身が変化し
たと思うこと（2）「演習を通して見つけることができた
今後の課題」について、受講者から得た回答に対し、
KH Coderによる分析を行った。
3–2–1.  「演習を通じて自分自身が変化したと思うこと」
（1）音楽表現
音楽的な視点から受講者の授業後の変化に着目
すると、大きく「人前」という特徴語が現れた。そこか
ら上部に配置された特徴語の多くからは、「最初は
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図6　共起ネットワーク図（変化したと思うこと）
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人前に出て自分を表現することに緊張した・嫌だった・
苦手だった」という「授業開始初期」の受講者の戸惑
う姿が浮かび上がった。
「少し」「恥」「堂 と々」「笑顔」「大きい」等の特徴
語からは、「苦手意識が少しなくなった」「前より恥を
捨て、楽しんで発表できるようになった」「恥ずかしさ
が少なくなり、堂 と々表現できるようになってうれしかっ
た」「最後の方は笑顔で話せるようになった」等、授
業実践後の受講者の成長と進歩が示された。
また、「立場」「楽しめる」という特徴語は、「子ども」
という語とつながり「子どもの立場になって考えること
が多くなった」「どうしたら子どもが楽しめるのかを考
えるようになった」等、子どもの立場を意識するように
なったことが窺える。
「人」という特徴語を含む記述からは「人の表現を
見て、こんなのもいいな、と新たな発見があった」「表
現の仕方は人それぞれで、人の発表を見るのが楽し
かった」「人の話を聞く態度や受け取り方が意識一つ
で大きく変わった」等の記述がみられた。
以上のことから、音楽表現領域での演習を通して
受講者が変化したことは、大きく（１）苦手意識から離
れて少しずつ表現を楽しむようになった（2）「子どもの
立場」を考えるようになった（3）他の表現を受け止め
認め合う姿勢が生まれた、の三点であることが明らか
となった。
（2）造形表現
造形的な視点から受講者の変化に注目してみた
い。造形領域での記述から分析された特徴語には、
「いろいろ」「材料」「作品」「工作」「物」「造形」な
ど物質性を示す特徴語と、「想像」「考え」等の精神
性を示す特徴語、「使う」「作る」「触れる」「知る」等
の自分の感覚や所作を示す特徴語の3つのグループ
に分けることができる。
それぞれ具体的な記述を見ると、物質性を示す特
徴語では「手で触る感覚や、使う材料によっていろん
な模様を付けたり、いろいろな楽しみ方を見出すこと
ができた」「物を見立てる力、物を作ることのレパ トー
リー が増えた」等の記述があった。造形表現する場
面を経験して、その形や色、素材、技能に対してそ
の多様な状況を知識として深める姿がみられた。
精神性を示す特徴語では、「感じたことや考えたこ
とを表現する。そこから豊かな感性や表現する力を
養い創造性を豊かにする」「想像力や思考力が前より
しっかりと付いたかなと思いました。」等の記述があっ
た。受講者自身が造形的に思考することで、自分なり
に発想・構想する姿などがみられた。
自分の感覚や所作を示す特徴語では、「手で触る
感覚や、使う材料によっていろんな模様をつけたりい
ろいろな楽しみ方を見出すことができた」「見る、にお
いをかぐ、触れる、聞くなど身近な感覚を使って体全
体で楽しむことができれば、子どもの豊かな感性や表
現する力が養われると思う」等の記述があった。感
覚を使って環境を捉え、自分の表現に発展するプロ
セスを意識している姿がみられた。
以上のことから、演習の中で受講者が表現を楽し
み、その本質に触れて理解を深め、受講者自身の内
面の豊かさに気がついていることがわかった。
（3）総合的な考察
音楽領域と造形領域の間には、大きく「表現」「子
ども」といった特徴語が示され、他の特徴語と関連し
て用いられていた。「いろいろな表現をして、子ども
がどう楽しめるか考えることができた」「子どもに興味を
持ってもらえる活動を保育者が計画する事が必要に
なると思った」等の記述からは、子どもとの関係性を
意識して振り返っている様子がみられた。
「見る」では、「他の人の班の作品を見るのもとても
楽しかった」「みんなの発表を見るのが楽しみで、自
分の番になってもドキドキせずにできるようになった」
等、他者の表現を楽しむ姿がみられた。
「楽しむ」「楽しい」の区別については、前者は楽
しんでいる自分に関する記述で用いられ、後者は子
どもの楽しむ姿や表現の楽しさに関する記述で用いら
れる違いがあった。
以上の結果から、研究方法2–1.で示していた「表
現を受け止めあう」「自分なりの表現に気付く」「コミュ
ニケーションとしての表現活動」について、受講者が
着実に学び取っていたことがわかった。
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3–2–2.  「演習を通して見つけることができた今後の
課題」
（1）音楽表現
音楽的な視点から受講者の課題に着目すると、「変
化」における「人前」のような目立った特徴語はみられ
ず、ほぼ均等に配置されていた。それらは大きく2つ
のグループに分けられた。一方は「手遊び」「ピアノ」
「レパ トーリー 」「覚える」「実習」「増やす」等の特徴
語や「実習で使える手遊びを増やす」「ピアノは簡単
なものは覚えて弾けるようにする」「手遊びや絵本の
レパ トーリー を増やすこと」といった記述から示される
ように、「実習に向けて身に着けたい、具体的な技術」
であった。もう一方は「声」「大きい」「緊張」「説明」
「工夫」「合わせる」等の特徴語や「大きな声で話す」
「緊張を克服する」「子どもに、わかりやすく説明でき
るようにしたい」「自分なりに工夫できるようになりたい」
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「子どもに合った表現活動を提案できるようにしたい」
等の記述から示されるように、「演習活動から見出し
た課題」であった。
以上のことから、受講者が実習を見据え、短期的
に技術獲得を、そして長期的には保育者として子ども
の個性や発達に応じて表現することを今後の課題とし
ている様子が見いだせた。
（2）造形表現
造形的な視点から受講者の課題に注目してみた
い。造形領域での記述から分析された特徴語には、
「工作」「造形」等の物質性を示す特徴語と、「保育」
「立場」等の子どもとの関係性を示す特徴語、「作る」
「見る」「感じる」「知る」「生かす」等の自分の感覚
や所作を示す特徴語の3つのグループに分けること
ができた。「演習を通じて自分自身が変化したと思うこ
と」に比較して精神性を示す特徴語がなくなり、子ど
もとの関係性を示す特徴語が現れていた。
物質性を示す特徴語では、「子どもに合わせた工
作を考える」「造形表現で学んだことを忘れず、発展
したことを学ぶ」等の記述があった。具体的な目標
を展望する姿がみられた。
子どもとの関係性を示す特徴語では、「実際の保
育者の目線がどこにあるのか学ぶ」「この授業では、
子どもの立場になることを学びました」等の記述が
あった。自分の感性ではなく、子どもの成長を見据え
たアイデアを見出した姿が窺えた。
自分の感覚や所作を示す特徴語では、「絶対に完
成形は作らず子どもの個性や発想力を生かせる保育
者になりたいです」「いろいろなものと触れ合い、五感
を使って感じ、表現する力を身につけたい」等の記
述があった。将来自分が保育する姿、保育のため
の資質の向上など、より先の未来へ臨む受講者の様
子がみられた。
以上のことから、受講者が感じた学習成果を、記
述内容から具体的に把握することができた。
（3）総合的な考察
音楽領域と造形領域に重なる特徴語は、「演習を
通じて自分自身が変化したと思うこと」に似ていたが、
記述内容での使われ方は、異なっていた（図6、図
7）。同様に「表現」「子ども」を探ると、「子どもにとっ
て一番大切なことは表現だと思った。表現ができる子
どもは自分をよく理解していると思う」「自分がうまく表
現できなければ、子どもに表現することの楽しさを伝え
ることはできないと思う」などの記述があった。活動や
学習の延長に子どもの姿を見通して、彼らとの対話を
イメージしている姿が多数であった。
新しく特徴語として現れた語もあった。「遊び」は
表現、活動を一括りに捉える用法で、「伝える」は楽
しさや面白さの伝え方について考えていた。「身」で
は、身に付けるという用法で保育技術、表現力など
具体的な目標を掲げていた。
以上の結果から、受講者が「子どもに伝わる表現
の難しさ」「子どもに楽しんでもらう表現活動」「子ども
の発達や個性に合せようとする姿勢」について、受講
者ごとに個別の課題を見出していたことがわかった。
4.   まとめと今後の課題
本研究では、「子どもと表現」の実践的授業を通し
て、受講者が領域の基盤となる考え方を得られたか、
どのような学びを得たのかを、到達目標の達成度か
ら調査することにより、授業改善の課題を探ることが
目的であった。調査から得られた受講者の姿は以下
のとおりである。
（1）到達目標に対する達成度は高い
調査の結果、受講者の授業の到達目標に対して
の達成度は高く、評定値2や1がほとんど無かったこ
とから、実践的授業の意義は伝わっていた。
（2）実践的授業を通して受講者が「子ども主体」で考
えるという変化がみられた。
（3）当初人前での発表を嫌がっていた受講者が、授
業を経て発表について工夫する姿がみられた。
（4）演習中、他者との共感を通じて積極的に学ぶ姿
がみられた。
（5）学習内容の成果を基に、今後の目標を再設定す
る姿がみられた。
次に、結果から見出すことのできた改善点は以下
のとおりである。
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（1）使用する文言の共通理解
到達目標に使用されている「理解」「感性」「横断
的」等、その言葉が示す意味について、共通理解の
機会を増やすことで、受講者の学びが深まるよう促し
ていく。
（2）子どもの発達に対する理解
授業実践で受講者が得た子ども理解は、自ら表現
する活動や、エピソ ドー紹介、子ども時代を振り返っ
ての感想であり、発達を理解したことにどのように繋
がっているか不明瞭であるため、子どもの姿を頻繁
に紹介するなどの改善を加えていく。
（3）対話を増やす
「表現を受け止める」「共感する」ことに達成感を獲
得した受講者が多い反面、共感できない場合を想定
した対応も必要であることがわかった。受講者同士
の対話を取り入れることが検討すべき点である。
実践的授業を通して得た受講者それぞれの課題
は、それが基盤となり、その先に続く保育内容の各科
目や教育実習等で発展的に学び続けていく原動力と
なると考える。現在「子どもと表現」は、オムニバス
授業を行っているが、音楽表現と造形表現を組みあ
わせた活動を最終回に取り入れるなど、受講者が幅
広く表現活動ができるように工夫することも今後の課題
としたい。
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